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人
格
の
権
利
に
就
て

集
園
心
狸
現
象
の
概
念
及
び
本
質
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ヌ
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ゥ
・
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ィ
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學
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士
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・
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・
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判
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批
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一
、
毎
月
二
凹
研
究
會
チ
開
ク

一
、
毎
年
春
秋
二
回
公
開
講
演
會
チ
開
ク

一
、
侮
月
一
同
雑
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
褻
行
ス

第
四
條
本
會
事
務
所
チ
京
都
帝
國
＊
學
文
科
大
學
内
二
骰
ク

第
五
條
本
會
ノ
事
業
チ
繹
螢
ス
ル
為
メ
ー
ー
左
ノ
役
員
チ
置
ク

一
、
委
員
（
若
千
名
）
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
昴
哲
學
科
敦
官
及
委
員
命
"

ニ
於
テ
推
瑯
シ
ダ
ル
者
チ
以
テ
之
―
ー
充
ツ

く
書
記
（
一
名
）
委
員
會
ー
一
於
テ
咽
託
ス

第
六
條
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
＾
何
人
ー
ー
テ
モ
會
員
ク
ル
コ
ト
チ
得

學
校
、
図
書
館
、
数
育
會
、
北
（
他
ノ
圃
骰
＾
其
圏
骰
ノ
名
チ
以
テ
入
命
ロ
ス
ル

コ
ト
チ
得會

員
ハ
會
我
ト
シ
テ
年
武
闘
武
拾
錢
、
前
後
二
期
＿
＿
分
チ
テ
前
納
ス

第
七
條

ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
會
員
＾
本
會
ノ
諸
種
ノ
會
合
＝
出
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ッ
雑
誌
『
哲

學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

節
九
條
本
合
規
月
／
改
正
愛
更
ぐ
委
員
會
／
決
談
二
依
ル

;
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京
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哲

學

會

規

則

本
會
チ
京
都
哲
駆
命
日
卜
稲
ス

本
會
＾
痰
義
＝
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

本
會
＾
前
條
ノ
目
的
チ
逹
セ
ン
ガ
鈴
メ
左
ノ
事
業
チ
行
フ

書

記

委

員

賀

駿

方

治

盗

面

士

小
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重

直

文
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六
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漁
・
節
の
取
り
方
も
殆
ど
原
藩
を
そ
の
繊
に
、
　
第
一
牽
序
論
i
f
利
己
主
義

と
他
利
主
義
、
第
二
章
叢
穂
上
の
根
本
動
機
と
悪
、
第
三
章
行
薦
と
晶
帯

（
幸
瓢
主
義
と
功
利
主
義
）
第
四
百
服
從
と
濫
徳
的
白
田
（
他
律
と
自
葎
）
第
五

童
・
遣
繍
騨
的
心
憐
（
義
務
と
傾
向
性
）
第
山
都
章
一
一
瓢
的
道
徳
律
と
良
心
、
　
餓
謝
七
章

霞
的
の
騰
系
、
第
八
章
面
嫌
的
贋
機
幾
（
家
族
と
闘
家
）
第
九
章
意
志
の
露
由

と
費
任
、
　
と
な
っ
て
居
る
。
原
著
で
は
第
五
章
叢
徳
的
正
と
な
っ
て
居
る
が

本
・
書
の
は
織
畢
の
題
名
が
攣
っ
た
ば
か
り
で
内
容
は
原
署
の
趣
め
て
大
要
を
引

き
抜
い
た
も
の
で
あ
り
、
　
第
九
章
に
取
り
扱
は
れ
て
る
る
「
意
志
の
嵐
由
」
と

「
費
任
」
。
と
の
二
碍
題
は
原
著
で
は
第
九
章
第
十
章
と
瑚
々
に
し
て
論
じ
ら
れ

て
み
る
竜
の
を
扁
章
に
取
り
纏
め
て
略
説
し
た
竜
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
原
著
に
槻
難
解
…
の
黙
勘
Ψ
か
ら
ず
、
　
朔
快
な
る
言
句
叉
他
國
凱
順
に
移

す
に
容
易
な
ら
ず
、
本
書
の
著
考
は
思
想
上
の
影
灘
を
受
く
る
こ
と
の
大
な

り
し
「
師
」
夢
ッ
プ
ス
の
學
説
を
布
易
に
脇
介
せ
ん
こ
と
を
勉
め
ら
れ
た
の
で

あ
ら
う
。
（
策
京
紳
田
南
帥
保
町
岩
波
書
店
渡
行
、
定
便
金
萱
闘
二
＋
銭
、
四

山ハ

g腿
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l
五
百
ハ
煎
索
噌
引
）
（
尾
生
光
三
郎
）

一
二
四

心
理
鴨
鱗
究
、
　
｝
」
酉
倫
…
理
會
講
帖
凝
集
、
　
四
四
A
噂
難
晶
誌
、
　
東
亜
鞍
櫃
、
　
瀟
町
鳳
予
之
研

究
、
第
三
帝
國
、
早
業
田
丈
學
、
翼
翼
教
育
、
数
育
、
内
外
教
育
評
論
、
菩

通
藪
㎝
育
、
　
小
學
研
究
、
教
育
研
究
、
敏
聖
遷
衝
界
、
東
窟
…
教
育
、
奈
良
縣
鍛
…

育
、
静
岡
縣
教
育
時
報
、
越
佐
教
育
雑
誌
、
陵
阜
偏
敏
育
、
一
ユ
重
教
育
、
掻

面
恥
教
育
鰻
誌
、
愛
媛
教
育
、
都
市
教
育
、
信
濃
教
育
、
佐
袈
縣
教
育
、
宮

城
索
隠
湾
會
雑
誌
、
藝
備
敷
育
、
管
路
教
育
、
謄
腱
眼
、

寄
贈
書
籍
雑
誌

優
婆
尼
沙
土
物
語

宗
敏
哲
學
　
　
　
　
丈
學
士

倫
岬
理
學
の
根
本
問
題
交
墨
」
士

忠
義
の
哲
學

日
謹
聖
人
の
山
ボ
教

木
村
龍
寛
著

石
原
誰
著

町
部
次
郎
著

ロ
ィ
ス
著

鈴
木
孚
三
郎
課
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尾
臼
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